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第 5回　HLA基礎講習会についてのお知らせ

日本組織適合性学会近畿地方会では，学会当日の朝に HLA関連の基礎講習会を開催しております。昨年
も多数のご参加を頂き，基礎知識や検査の心構えなどについて気軽に学べる時間を過ごすことができました。

HLAに関わる日ごろの疑問などを気軽に質問できる企画を準備しておりますので，奮ってご応募下さい
ますようお願い致します。
なお，今年度は，現地での参加と ZOOMを利用した参加の併用を予定しております（状況によっては変
更になる場合がございます）。

記

1．開 催 日： 2021年 3月 13日午前 8時 30分～ 10時 00分　※開催時間が変更になる可能性があります
 （第 19回　近畿地方会プログラム開始前）
2．参加対象： HLA検査担当あるいは，今後担当を予定していて HLAの基礎を学びたい方（初歩的な内容

が中心となりますので，ご留意下さい）
3．応募期間： ご案内到着後～ 2021年 2月 5日（事前予約制，参加費無料）
4．応募方法： 次ページの応募用紙に必要事項を記入し，基礎講習会担当（HLA研究所）（h-tanaka@hla.

or.jp）宛に E-MAILでご応募ください。
 （昨年と同じアドレスです。）
5．内　　容： 日常業務の中で感じている疑問や不安を一緒に解決し，検査担当者同士の情報交換ができる

集会を目指します。
 ＊＊＊今年度の開催概要（予定）＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
 ① HLAに関連する基礎知識の講義
 ② 公開 Q&A：日常検査での疑問点等を応募時に収集し，それらの課題を共有しながら答え

を見つけていく。
6．募集人数： 現地参加 10名程度および ZOOMによる参加 10名程度
 ＊現地に集合して講習会に参加する場合と，ZOOMを利用して参加する場合の併用を予定

していますが，希望状況等により，ZOOMによる参加のみになる場合がございます。

応募数が多数の場合は事務局で調整させて頂きます。
募集期間終了後（2021年 2月下旬）に事務局より参加可否および，参加方法の詳細をご連絡致します。
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【応募用紙】

第 5回 HLA 基礎講習会に参加を希望します。

1．参加者　氏名	 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

2．E-mail	 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

3．勤務先名称	 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

4．連絡用電話番号	 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

5．現在の職務内容	 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　経験年数　（　　　）年

6．あなたの施設に日本組織適合性学会の認定資格（HLA 検査技術者あるいは組織適合性指導

者）を有する担当者はいますか？

	 （　　　　）はい　　　（　　　　　）いいえ

7．参加方法

	 （　　　　）現地に集合する　　　（　　　　　）ZOOM による参加

8．HLA の知識や検査技術などについてのご質問や特に知りたい事項があればご記入下さい

	 （この内容をテーマに取り上げますので積極的に記載して下さい）。
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2020年度　基礎講習会の開催概要について

開催日時：2021年 3月 13日　午前 8：30～ 10：00
場　　所：大阪府赤十字血液センター　食堂
参加方法： 現地集合および ZOOM参加との併用を予定していますが，状況により ZOOMのみの開催となる

可能性があります。

構成内容

内容 所要時間

1 事前配付論文に関する基礎講義
→これまで同様，HLAの基礎に関わる平易な論文（和文）を選択し，参加者に事前
配付して各自で一読しておく。
当日は，文中のキーワードに基づいたポイントを解説する。
配付文献：「アロ HLA抗原に対する拒絶反応の基礎免疫学」
　平成 25年度認定 HLA検査技術者講習会テキストより

20分
担当：高山

2 参加者から事前に収集した質問をテーマとした Q&A
→日常検査のなかで疑問や不安に持っていることを申し込み時に質問事項として挙
げて頂き，講師陣で模範解答を作成する。
講習会当日は，事例スライドを示しながら参加者間でディスカッションし，重要ポ
イントの共有ができるような場を提供する。

55分
担当：成海

今回のポイント
参加者が自由に発言できる環境をつくる。
地方会の特色を生かして，近隣の施設間で業務上にも生かせるような交流を促す。
実際に HLA検査は外部委託して，検査施設から受け取った結果を見る立場にあるような方々にも理解
が得られるような内容を目指す。
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